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私はもう73になってしまいましたが、今から
考えると若い30代の時から原発の問題にずっ
と関わって来ました。そのきっかけは、広
島・長崎の原爆体験がある日本に原発が次々
に作られていった経緯があるんです。特にオ
イルショックの時に、石油が30年後に無くな
ってしまうという騒ぎになって、みなさんど
ういうわけかトイレットペーパーや合成洗剤
の買いだめに走ったことがあります。その時
に一つの言葉がつくられたんです。それは
「石油に代わる原子力」というもので、石油は
なくなるので、その代わりを原発がするとい
う、根拠のない話だったんですが、ほとんど
の人達はそれを検証もしないで鵜呑みにして
しまった。そういう世論の後押しがあって、
それ以降、原発の建設が一気に加速したんで
す。
で、娘の担任の先生がいろんな問題に関心の
ある人だったので、学級通信で合成洗剤だと
か食の問題、農薬とか化学肥料とか添加物と
か、そういう命を脅かすものに対する問題提
起をして下さったんです。その中に原発の問
題も入っていて、それを通して個人的にはと
っても関心を持ちましたが、運動というとこ
ろまではいかなかったんです。

その後、東京のほびっと村でまだ世に知られて
なかった広瀬隆さんと出会い、いっしょに原発
のことを勉強する会を始める。そして冗談から
生まれたような「東京に原発を」の企画が知り
合いの出版社から本として出せるようになった
という。
それから今までずっと原発の問題をはじめ、白
保の空港問題や食、環境、六ヶ所村の問題など
に関わってきた山田さんは、「素人ではありま
すけれども原発問題について話すことがありま

す」と言う。

●原発がいらないわけ

私たちが日常的に無くてはならないものとして
使っている電気がどういうものであるか、わか
ってるようでわかってない人も多いのではない
かと思います。
電気をつくる方法としては、まず水力があり、
それから火力、そして原発があります。また風
力や太陽光などがあります。
私たちが使ってる電気の1／3は原発で作って
いるというイメージも広まっています。ですか
ら原発がないと電気が不足して困るんではない
かという事で、原発をなかなか手放せない、原
発を止めようとしたら代わりがいると思い込ん
でしまっている状況があります。
それで「日本中の原発が止まっても停電しない
わけ」というパンフをつくったんですが、この
話の基本になっているのは、菊地洋一さんとい
う元ＧＥ社のエンジニアだった人から直接教え
てもらったものです。一緒に行動していたこと
もありますし、今年も何回も会っている人です。
原発をつくるメーカーは三菱とか東芝、日立、
石川島とかなんですが、電力会社は直接メーカ
ーに発注するのではなく、ＧＥに発注して、Ｇ
Ｅが設計図をつくるわけです。で、その設計図
を基にしてＧＥがメーカーに依頼して原発をつ
くっていくという工程なんです。

で、たとえば100万ＫＷの原発を作るときは
100万ＫＷの火力もいっしょにつくるんです。
それはどうしてかというと、電気というのは生
もの（生鮮食料品）という言い方をするんです
が、発電と同時に同じ量を消費するというのが
絶対条件だそうです。それで100万ＫＷの原発

を動かす前に100万ＫＷの火力をまず動かす
んです。で、それをいきなり動かしたら電気
が余ってしまうので、既存の小規模の火力や
水力を、それに見合うだけ止めるんです。す
ると100万ＫＷの火力を動かしても電力は余
らない。そしてシーソーを考えるとわかりや
すいんですが、原発を動かしはじめ、約1週間
かけて少しづつ出力をあげていくにつれて、
火力の方を少しづつ出力を下げていくんです。
で、原発が100になると火力を0にするんです。
京都大学の小出裕章先生の作ったグラフ
（2005年）によると、実際の稼働率では水力
が２割くらいしか使ってません。火力が4割く
らい。こういうふうに発電装置はあるけれど
も実際には発電していないものがいっぱいに
なっていくわけです。で、原発は稼働率が高
いわけですが、13ヶ月目で止めて定期検査を
しないといけないので、全部の原発が動いて
いるということは現実にはないんです。でも
原発は他の発電方法とは違った性格をもって
います。

それはいったん出力を上げたら、次の定期検
査や事故、地震などで緊急停止する以外は
100万ＫＷを24時間ずーっと発電し続けなけ
ればならない、出力調整ができない発電装置
だということです。でも人間は昼間起きて活
動して夜は休むというサイクルで動いてるわ
けです。火力とか水力の場合はそれに合わせ
て出力を落とすことができたのに、原発はそ
れができない。そして原発の稼働率が高けれ
ば高いほど、夜中に電気が余ってしまう。
そこで私たちの社会がどんどん原発に合わせ
て24時間型に変えられてきました。コンビニ
を24時間営業するとか、工場を3交代制で24
時間動かすとか、夜間電力を安くしてお湯を

「原発に代わる自然エネルギー」は
「石油に変わる原子力」と同じ罠？

山田 征

再生可能エネルギーを考える

山田征さんとはずいぶん久しぶりだったが、８８の頃からの知り合いだ。原
発や環境問題などを自分の暮らしの中から見つめ・変えていくというスタン
スは全く変わってなかった。今回のお話も、一見え？と思うような内容もあ
るが、さすが市民運動歴の長い山田さんならではの切り口で、じっくり聞く
ととても興味深かった。11月16日、サラシャンティでのお話から。（浜田）
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沸かすのに使わせるとか、いろんなところで
夜中の電気を使うように仕向けてきたわけで
すが、それでも原発の電気は余るわけです。
それで二段式のダムをつくって、昼間は上の
ダムから水を落とします。その時は発電して
もしなくてもいいんです。いちおう発電する
ということになってますけれども。そして下
のダムに水をためて、夜みんなが電気を使わ
なくなると下にたまった水をポンプ(電力で動
かす）で上のダムにくみあげる。それを揚水
ダムと言います。だから非常に無駄なことを
やってるんです。原発がなければこの二段式
のダムは必要ないんです。
さきほど話した原発と同じ出力の火力という
のはバックアップ発電と言いますが、こんな
ふうに原発には必ず火力のバックと水力のバ
ックがついています。だから原発がなくても
電気が不足するということは絶対ないんです。
これを原発のからくりというのか、本当の仕
組みなんです。
これは原発建設のすべての工程管理をする総
責任者だった菊地さんからもらった情報です
から、勝手に作り出した話ではないんです。
でも原発問題に詳しい人はたくさんいますが、
この理屈を話す人はほとんどいません。原発
を止めても、止まってる発電設備があるから
電気は不足しないということを言う人はいま
すが、何故そうなのかという話は出てこない
んです。

日本では停電を起こさないというのが絶対条
件で、電力の安定供給というのが電力会社に
義務づけられています。地震があっても事故
があっても即切り替えができるように、同じ
出力の火力がスタンバイしているんです。実
際2003年の4月から夏にかけて、東京電力は
福島と新潟の合計17機の原発がすべて止まり
ましたが、停電は起きませんでした。また中
越地震で新潟の原発7機が止まった時も即切
り替えされて停電は起きてません。
これは日本の原発だけでなく世界中の原発が
同じことです。ですから世界中の原発がなく
ても電気が消えるということはないんです。
日本のODAでフィリピン（バターン）に原発
をつくったことがありました。それは動かさ
れないまま今も止まっているんですが、同じ
敷地内に火力がセットでつくられて、それは
その時からずっと動きつづけています。

●原発に代わる自然エネルギー？

さっき言った「石油に代わる原発」という言
葉が作られたように、今、「原発に代わる自然
エネルギー」という言葉が作られました。で
も今まで話したように原発の代わりというの

はすでに最初からあるので、新たに作る必要
は全くないんです。ところが原発を止めるた
めには代わりになるエネルギーがいるってい
うことがわざわざ言われるようになった。そ
の発端は2009年9月に、それまでの自公政権
から民主党政権に代わりました。だけど経済
産業省の中では、自公政権の頃からこの計
画＝自然エネルギー・再生可能エネルギーを
進めていくというのは続けられてきました。
原発推進というのは自公政権でも民主党政権
でも同じだったんですが、経済産業省の中で
は日本の経済を回していくためにいろんなこ
とを考えます。最近ではエコカーとかエコハ
ウスとかを買わせていくとか、地デジの問題
もそうです。

その１つとして自然エネルギー、再生可能エ
ネルギーというものを、経済産業省の中では
早くから考えていたそうです。で、民主党政
権になってからそれが加速するわけです。
2009年11月に閣議決定されたのが、太陽光発
電促進付加金というものです。それから買い
取り制度ができていくわけです。そして2010
年の通常国会で審議・可決されて、2011年4
月から促進付加金を徴収することが決まった
んです。
それで電気料金の検針票を見ると、太陽光発
電促進付加金という項目がついていて、3月ま
ではそれが0円だったんですが、4月から金額
が入っています。そして全ての利用者の預貯
金口座から自動引き落としが始まっているん
です。ご存じですか？ これは太陽光発電装
置を乗せてるうちとか企業が使った残りを電
力会社が代行して買い取って、その費用を電
気を使ってる全ての人から徴収するっていう
仕組みなんです。そして地域の普及率と人口
に合わせて金額が決まるということで、東京
電力の場合は1000円に対して1円の割合です。
私は電気代が月2000円くらいですから2円で
す。でも九州電力、四国電力、北海道電力な
ど人口が少ないところは1000円に対して3円
になっています。で、今は普及率が低いので
そんなに徴収されてませんが、売電目的の太
陽光発電所がどんどんできていけば、どんど
ん高くなります。それが法律で決まったんで
す。私はそれがいやで払いたくないから、理
由を書き、その分をひいて振り込んできまし
た。でも東電から払わないなら電気を止める
と言われ、何ヶ月かはそのままだったんです
が、けっきょくこの10月に電気を止められま
した。今は電気のない生活をしています。

それはまあ余談ですけど、2009年の時点で経
済産業省の中で決められたことが、向こう10
年間かけて太陽光発電を14倍に増やし、風力
発電は２倍から３倍にする、マイクロ水力発

電を３～７％、地熱は1.4倍から２倍に増やす
ということです。これらは自然エネルギー、
再生可能エネルギーと言われる発電装置です
ね。それを増やすために、今年の３月11日に
再生可能エネルギー促進特別措置法案が閣議
決定されました。それから震災や原発事故が
あったりして国会ではすぐに審議できなかっ
たんですが、菅さんがやめろやめろと言われ
て、自分の退陣条件の１つとして、この法律
を通すことを掲げて、国会で可決したわけで
す。その時に決まったのが、来年（2012年）
７月から再生可能エネルギー促進付加金とし
て徴収を始めるということです。今は余った
電気を買い取るということですが、今度は全
量買い取りという法案が通ったんです。
以前から原発に代わる自然エネルギーという
言葉を通して、特に反原発をやってる人達が、
署名にしても原発を止めることと再生可能エ
ネルギー促進がセットになった署名を集めて
きました。それが原発事故によって一気に加
速していったんです。
それで今は東電の場合、1000円に1円の割合
だと話しましたが、全ての再生可能エネルギ
ーの電気を全量、高値で買い取るという制度
ができることによって、一番安い人で1000円
あたり月￥150～￥200が払わされることにな
ります。九州電力管内の人は、一番安い人で
￥450～￥600払わないといけない。工場や企
業はもっと多額のお金を払うことになります。

●黒字になってる風車はない？

太陽光や風力は自然エネルギーということに
なっています。太陽や風は自然ですが、それ
を電気に変える道具は工業製品です。
風車の羽は強化プラスチックなので石油の塊
なんですが、小さな風車でも羽は30ｔもあり
ます。今主流になってるものは40ｔ、50ｔと
あります。
そして風車をまわす風力というのは5、6ｍか
ら24ｍまでと言われてるんですが、5ｍとか
10ｍくらいの風でこの重い羽は回らないんで
す。だから外部電源で回すわけです。そして
風車が自力で発電できる風力は12ｍ以上と言
われてます。12ｍというと台風並みですが、
それは一年中は吹かなくて、冬だけというと
ころも多いです。すると風が無いときにはい
さぎよく止めてればいいんですが、止めてる
のはかっこ悪いと、ゆっくりゆっくり全ての
風車が回ってるのを見ることがあると思うん
ですが、それは風で回ってるわけではなくて
通電して回ってるんです。これは私の考えで
言ってるんじゃなくて、風車を建てた人とか
業者とか、そっち側の人から聞いた情報です
し、これをいろんなところで話すと、もうお
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っしゃる通りですと言われますよ。山梨で話
したときに新潟の人が来ていて、その人が言
うには、日本海側では強い風は冬だけしか吹
かないので、ふだん外部電源を送り込んで回
してる電気の方が冬に発電して回してる電気
より多いので、年間通してけっきょく赤字に
なってるというんです。そして日本中、風車
で黒字になってるところはないはずですよと
言ってました。
風車の値段は安いので1億円、高いので5.5億
円くらいします。で、民間企業が建てる場合
は、これまで国の補助金が1／3出てました。
市民団体とか行政が建てる場合は1／2出るわ
けです。ですからその補助金を目当てに建て
ることがほとんどで、回ろうと回るまいと関
係ない、故障したり羽が落ちてしまえばその
ままにするということが多かったんです。そ
してオンブズマンが収支決算を要求しても、
行政の場合は出すんですけど、民間企業は一
切出さない。そして行政はどこでやっても黒
字になってるところは皆無ということです。

出力が不安定な電力装置から生まれる電気は、
「暴れ電気」とか「くず電気」というふうに業
界では表現してるわけです。これが10％以上、
送電網に入ってくると停電とか事故の原因に
なるそうで、電力会社は10％以上にならない
ように買い取りを抑えてきました。ところが
増やしていくという国の法律が決まったので、
個々の家とか企業とかグループでバッテリー
をセットで用意するという動きが今つくって
います。そうするとどういうことになるかと
いうと、スマートグリッドという言い方もさ
れています。昼間発電したものをバッテリー
にためていきます。電気自動車のバッテリー
を使うこともあります。で、夜になって電気
を使う時にそこから引き出して使うわけで、
それが本流に入っていかないようにするため
にスーパーメーターというのが必要になって
きます。太陽光発電とか風力発電が増えてい
くと、それを制御するものが必要だというわ
けで、設置することになっています。
新しい電子機器をもう最大限使っていくとい
うことです。
そして業界では、すでに東芝なんかは海外の
定評ある器械をつくってるスイスの会社の権
利を買収してますし、他の企業も準備してま
す。こういう時が来るというのは、もう経産
省の中では情報が行ってるわけです。ですか
らこういう法案が通ってから準備してるんじ
ゃなくて、もう何年も前からこの日がくるの
を待って対策をとてきてるわけです。

太陽光パネルを乗せられる人は発電した電気
を全量買い取ってもらえるけれども、乗せて
ない人はそれを買わされるわけで、こういう

ものが増えれば増えるほど、乗せてない人の負
担は大きくなります。
一軒の家に必要な電気はだいたい３ｋｗくらい
ですが、家庭用としては９ｋｗまで認められて
いて、業者は太陽光を乗せることを勧める時に
できるだけたくさん、９ｋｗとか乗せるように
勧めるそうです。乗せることで収入が上がると
いう勧め方になるわけです。乗せてる人は使う
電気よりも売る方が多くなり、ちょっとした投
資という形になってるんです。
そして持てる者と持たざる者の格差が広がって
いくわけです。
もちろんこういう社会を歓迎する人達もたくさ
んいるわけですし、そういうのが嫌だという人
もいるわけですけど、今はもう法律が通ったの
で選択の自由がないわけです。
私は嫌だと思うから、月に２円の促進付加金を
払わないで、4月から合計12円払わなかったた
めに電気を切られました。そんなふうに、これ
に関しては表現の自由とか個人の自由というの
が全くないんです。

私が言いたいのは、最初に話したように原発が
なくても電気は止まらないということ。だから
代わりのものは必要じゃなくて、今あるものを
大事にていねいに使っていくことが必要だと言
いたかったわけです。

●再処理工場でも出続けている

原子炉の中で核反応が起きるとどうなるかとい
うと、これまでになかった新しい放射能が生ま
れるんです。その中に、日本政府もそうだけど
世界中が欲しいのがプルトニウムです。そして
それを再処理工場で処理する本当の目的は、燃
え残ったウランと新しく生まれたプルトニウム
を取り出す作業です。それだけでは核兵器にな
らないので、高速増殖炉というところでもう一
回核反応を起こさせると、一週間もあれば核兵
器にできるという純度の高いプルトニウムに変
わっていくんです。それが欲しいからもんじゅ
があるんです。ところが商業用の高速増殖炉も
んじゅは事故を起こしてもう15年も動いてま
せんが、研究用の増殖炉は東海村に1/4の規模
のものが昔からあるんです。そこではずっと再
処理工程をしてきていて、最後にいま六カ所の
再処理工場でつまづいているのは、ガラス固化
体をつくる工程なんです。東海村の実験炉でも
それは成功しなかった。フランスとイギリスに
使用済み核燃料棒を送って、向こうで再処理し
てプルトニウムを取り出し、ガラス固化体にし
たのがフランスでは1300本くらい。イギリス
ではその４倍あるそうです。それが今、どんど
ん日本に送り返されてきてるんです。ですから
イギリスとフランスはガラス固化体の技術を確
立しているわけです。でも日本は自前の機械で

ガラス固化体を作りたいということで、東海
村でずっと実験を続けてきたけれども成功し
ない。成功しないのに再処理工場はどんどん
できあがってきているわけで、どんどん遅れ
るから、じゃあもう実物で実験しようという
ことになったのが、2003年3月末だったんで
す。その２日くらい前に玄海原発でプルサー
マルを受け入れると挙手していて、それとす
ごく密接な関係があるんです。31日の３時か
ら剪断が始まってるんですが、なぜ3月31日
かというと、その年度の最後の日だから、そ
の年度分の補助金が六ヶ所村とか青森県に１
年分出たんです。そして4月1日は新年度でし
ょ。そういうふうに業界はなってるんですね。
で、再処理工場全体はフランスの技術なんで
す。で、フランスからエンジニアが家族を連
れたりして来て、三沢とかにたくさん住んで
るんですが、だけどなかなか実行段階に行か
ないから、もう帰っちゃった人だの帰りたい
人だのがうろうろしてる状態なんです。ガラ
ス固化体についてフランスの技術をなんで使
わなかったかというと、2年くらいで機械全体
を変えないといけないんです。で、とても高
いものですから、2年か3年で取り替えてたら
予算がいくらあっても足りないので、日本は
ちょっと大型で、少なくとも5年はもつものを
開発してきたんですが、それが成功しない状
態で今に至ってるんです。
よく再処理工場が動いてないからよかったと
いう人がいるんですが、動いて無くても今回
はたまたま津波が再処理工場の方に行かなか
っただけで、一時は外部電源が止まりました
し‥‥

ガラス固化体にする前の高レベル核廃液とい
うのが、酸も強いし、新しくできたあらゆる
放射能が混ざってるものなんですが、それは
24時間攪拌してないと爆発してしまうという
超危険なものです。
それが、ガラス固化体にできない状態のもの
が、いま現在、再処理工場の中にいっぱいあ
る。それを攪拌しつづけるのに電気がいるわ
けで、再処理工場は発電装置じゃないので外
部電源がいるんです。アンペア数はどれくら
いですかと聞いたら6万ＫＷだと言ってまし
た。
今みんな福島原発のことばっかり心配してま
すけど、再処理工場からは何年も前からそう
いう放射能が出続けているんです。問題なの
は福島だけではない。
それで私たちはそれを何とかしたいと思って、
青森県の40ある自治体を10ヶ月かけてぜんぶ
訪ねたんです。こちらの都合で行ったので、
市長さん、町長さん、村長さんで、会えた人
と会えなかった人がいるんですが、ほとんど
の人があきらめてますね。●
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